
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年が始まりました。今年の干支は「丙午（ひのえうま）」。十干の２番目に当たる「丙」（丙）

は、太陽や明るさ、生命のエネルギーを表し、十二支の７番目に当たる「午」（うま）は、古くから

人間と共に生きてきた動物で、駿足で独立心が強く、人を助けてくれる存在でもあります。そのた

め、「丙午」は、勢いとエネルギーに満ちて活動的になる年とされているそうです。昨年は大阪・関

西万博の開催や MLBでの日本人選手の活躍など明るい話題が注目を浴びました。一方で、夏の記録

的な高温や少雨、イスラエルのイラン攻撃、トランプ大統領による経済政策など、世界情勢の不安

定さも際立った一年でした。さて、今年は、どんな年になるのでしょうか。困難なこともあろうか

とは思いますが、情熱をもって取り組んでいくことで、大きな成長につなげていきたいと思います。

引き続き、本校の教育活動に御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

３学期のスタートに当たり、始業式では「感謝」の気持ちをもっ

て毎日を過ごそうと伝えました。「謝」という漢字は、「言」と「射」

が組み合わされてつくられています。「言」は口を使って言うことを

意味し、「射」は、弓矢を射る様子を表しています。ですから、「謝」

は何かいけないことをしてしまったとき、また、相手から何かをし

てもらったとき、『ごめんなさい』や『ありがとう』といった言葉を

発することで心の緊張をほぐし、安らぎを得ることができるという

ことを表しています。お世話になった６年生やクラスのお友達、家

族、地域の方々など、自分の成長を支えてくれた周りの人たちに、

感謝の気持ちを伝えることができるようにしていきたいものです。 

児童代表として３学期のめあてを発表してくれた

４年生のＡ．Ａさんは、がんばりたいことと楽しみな

ことに書写とスキーをあげ、なりたい自分になるた

めに努力する決意を話してくれました。３学期はそ

れぞれの学年の締めくくりの期間です。一つ上の学

年への進級に向けて、６年生にとっては中学校への

進学に向けて小学校生活最後の４７日間です。胸を

張って進級・進学できるよう感謝の気持ちをもって

毎日を過ごし、一人一人が大きく飛躍することを願

っています。 
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１月２３日(金) ３・４年スキー教室 

１月３０日(金) ３・４年スキー教室 

２月 ４日(水) 公開研究会 

２月１０日(火) １・２年雪上教室 

２月２０日(金) 授業参観・学級懇談会 

２月２６日(木) 学校運営協議会 

２月２７日(金) ６年生を送る会 

３月１７日(火) 修了式 

３月１８日(水) 卒業証書授与式 

３月２７日(金) お別れの会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 23日（金）に３・４年生がスキー教室を実

施しました。強い冬型の気圧配置や寒波の影響に

りより大雪も心配された中で当日を迎えました

が、時折陽も差すまずまずの天候にも恵まれ、誰

一人途中で体調を崩したり弱音を吐いたりする

ことなく、思いっきり冬の自然を満喫し、それぞ

れが立てためあてを達成することができました。 

スキー教室については、小学校生活の中で計４

回は経験させたいという考えの下、移行期間を経

て、今年度からは３・４年生のみ年２回実施する

ことにしています。１月 30 日（木）には２回目

のスキー教室を予定しています。怪我の無いよ

う、安全に留意して実施してまいります。保護者

の皆様には、スキー用具やウエア－等のご準備、

事前の練習等、様々なご協力をいただきましたこ

とに心から感謝申し上げます。 

 ３年生は総合的な学習の時間に千歳山こ

んにゃくの再現に挑戦しています。1月 16日

（金）は前回の反省を踏まえ、より丸い形の

こんにゃくにして売り物に近づけたいとい

うめあてをもっての試作でした。出来上がっ

たこんにゃくを試食してほしいと持ってき

てくれた子供たちは、その出来栄えに自信

満々の様子。試食の評価にも真剣に耳を傾

け、グループにより食感に違いが出るのはな

ぜかと新たな疑問も湧いてきたようでした。 

 

 １月 19日（月）、山形警察署生活安全課か

ら 田中恵美 企画調査官をお招きし、６年生

を対象に薬物乱用防止教室を行いました。未

成年者が飲酒や喫煙、薬物乱用により補導、

検挙される事案は少なくはなく、学習指導要

領においても小学校段階から指導すること

とされている内容です。子供たちには、薬物

の危険について正しい知識を身に付け、適切

な判断のもとに自分の身の安全をしっかり

と守っていってくれることを願っています。 

 

 

  

  

 


